
 

「藻岩山山麓におけるクマ被害防止ガイド」 

～ 札幌慈啓会旭ヶ丘拠点 安全・安心のための手引き～ 
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1章 なぜクマ対策が必要か 

➽札幌市内のクマ出没・目撃情報（２０２５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出没データの簡易グラフ（例：札幌市内のクマ出没件数推移） 

★地理的要点として、慈啓会旭ヶ丘拠点は藻岩山の登山道入口（自然歩道）に非常に近接 

 しており、敷地南西側が森林縁（クマの出没リスクエリア）に面していることが明確に 

分かります。（※１１/１（土）、敷地内にてクマ目撃発生） 

 

➽クマの生態 

 

 

 

 

慈啓会 
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・なぜ市街地近くまで来るのか（餌・匂い・林縁の藪など） 

クマが市街地に来る主な理由は、食料不足、生息地の減少、人の生活圏と重なることなどが挙げられ

ます。特に、秋に山中の餌が不作だと、クマは食物を求めて低地へ降りてきます。一度、市街地で食

べ物を覚えたクマは学習能力が高く、再び出没する可能性があります。 

主な原因は・・・？ 

食料不足:餌となるドングリや果実などの不作が続くと、クマは広い範囲で餌を探すようになります。 
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生息地の減少:人口減少や都市化、耕作放棄地が増えたことで、クマの生息地が狭まり、人間の住むエ

リアとの境界線が曖昧になっています。 

学習による都市への依存:人や車を恐れず、一度市街地で食べ物を見つけると、その場所を学習して繰

り返し出没することがあります。 

 

2 章 敷地・設備管理のポイント 

➽クマ出没を防ぐ環境づくり・対策事項 

 目的：クマが施設敷地・その周辺に寄り付きにくくし、被害発生の確率を下げる。 

・敷地の周辺フェンスや柵の点検・強化 

山林や藪が接している敷地境界では、クマが通り道として使いやすいため、明確な境界

（フェンス・柵）を設けることが有効です。札幌市の「基本計画」では 「電気柵を設置

する」 という方針も掲げています。  

・草刈り・下草管理・果樹などの放置樹木の伐採 

草深い藪や果実などをクマが「餌場」や「隠れ場所」として使うことがあります。草刈

りをこまめに行い、放置された果樹や実を付けた木の撤去・伐採が推奨されています。  

・ゴミ・残飯・ペットフード等の匂い管理徹底 

クマは匂いのあるもの（生ゴミ・漬物・魚介・ペットフード・コンポスト等）を誘引物

として人里周辺に出てくるケースがあります。行政指針でも「ヒグマを引き寄せない・

餌付かせない」ことを重視しています。ゴミ庫扉が確実に閉まっているか確認。頑丈な

ゴミ庫の使用など注意。 

・敷地内樹林・遊歩道・通路の安全確認 

敷地が山側斜面や林の縁にある場合、歩道・通路・木陰など、クマの接近・隠れやすい

場所を把握しておき、必要であれば立入制限・見通し改善を検討します。 

 

・定期的な点検・報告ルートの明確化 

 目撃・痕跡（足跡・糞・ひっかき痕）を見つけたら即時に記録・報告できる体制   

（職員連絡網・地域自治体・警察）を整えておきましょう。（6章参照） 
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➽敷地管理の工夫 

・夜間・早朝は敷地利用を制限したり、山側エリアの外灯・センサーライトの設置を検

討すると安全性が高まります。 

※特に、屋外照明は職員が日没後の退勤を終える時間・日の出前に出勤する時間帯には

普段は節電などで消灯している照明等も「点灯」させ、敷地内の明るさを確保するよう

ご協力を願います。 

※ゴミを出す時間帯（できるだけ昼間帯に）や、ゴミ庫の蓋や扉が完全に閉まっていな

状態ので放置など充分に注意して下さい！ 

・施設外来・通所利用者の動線が山林・林縁に近い場合、通路沿いに「クマ注意」の表

示を設けるとともに、安全を確保できる誘導路を整備しましょう。 

・地域のヒグマ出没情報を定期チェック（例：札幌市「ヒグマ情報」ページ）して、近

隣での発生があれば即時対策を検討してください。  

  

3 章 入所者・通所者・職員対応（施設内・利用時） 

 

目的：クマとの遭遇リスクを下げるとともに、万が一の出会い時に被害を軽くする。 

・外出・散歩ルート設定時の配慮 

敷地外の散策コースが藻岩山斜面・林に近い場合、早朝・夕暮れ・夜間の散策を避け

る。 

・職員と利用者がグループで出かけるようにして、単独や少人数での林縁歩行を避け

る。  

・音を出しながら移動・利用者への配慮 

クマが人の存在に気付きやすくするため、散歩時に鈴やホイッスルを携行したり、会話

しながら歩くことが推奨されています。                                      

・利用者・職員への教育・緊急時行動訓練 

「クマに遭遇したらどう動くか」の事前教育（動線を離れる、走らない、冷静に後退

など）を実施。例えば、施設の山側を歩いている際、クマを見たら「ゆっくり後退・

無理をしない」など。 

・通所・訪訪問・施設管理等職員の山側業務時の注意 
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施設敷地外、山林との接点での作業・点検時には二人以上で動く・早朝・夜間を避け

る・携帯連絡体制を確保する。 

・クマ目撃時・痕跡発見時の対応手順の明確化 

例えば、敷地内で足跡やひっかき痕・フン等を発見したら、すぐに管理責任者へ報

告、通報 先と手順を決めておく。（6章参照） 

［利用者安全配慮のヒント］ 

• 高齢者施設として、利用者が屋外動線（山側、林縁）を歩く場合には、職員付き添

いを標準化し、足元の安全だけでなく“クマ遭遇リスク”も視野に入れましょう。 

• 敷地内で樹林近くの休憩ベンチやガーデンを設置する際には、すぐに逃げ込めるよ

う視界が利く開けた場所を選定し、林縁ではなく敷地内中心側に設けるとより安心

です。 

•  

目的：クマとの遭遇リスクを下げるとともに、万が一の出会い時に被害を軽くする。 

主な取組 

• 外出・散歩ルート設定時の配慮 

o 敷地外の散歩コースが藻岩山斜面・自然林に近い場合、早朝・夕暮れ・夜間

の散策を避ける。  

o 職員と利用者がグループで出かけるようにして、単独や少人数での林縁歩行

を避ける。  

 

• 音を出しながら移動・利用者への配慮 

o クマが人の存在に気付きやすくするため、散歩時に鈴やホイッスルを携行し

たり、会話しながら歩くことが推奨されています。 

  

• 利用者・職員への教育・緊急時行動訓練 

o 「クマに遭遇したらどう動くか」の事前教育（動線を離れる、走らない、冷

静に後退など）を実施。例えば、施設の山側を歩いている際、クマを見たら

「ゆっくり後退・無理をしない」など。 

  

• 通所・訪問職員の山側業務時の注意 

o 施設敷地外、山林との接点での作業・点検時には二人以上で動く・早朝・夜

間を避ける・携帯連絡体制を確保する。 
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• クマ目撃時・痕跡発見時の対応手順の明確化 

o 例えば、敷地内で足跡やひっかき痕を発見したら、すぐに管理責任者へ報

告、通報先を決めておく。（6章参照） 

利用者安全配慮のヒント 

• 高齢者施設として、利用者が屋外動線（山側、林縁）を歩く場合には、職員付き添

いを標準化し、足元の安全だけでなく“クマ遭遇リスク”も視野に入れましょう。 

• 敷地内で樹林近くの休憩ベンチやガーデンを設置する際には、すぐに逃げ込めるよ

う視界が利く開けた場所を選定し、林縁ではなく敷地内中心側に設けるとより安心

です。 

 

4 章 地域・関係機関との連携・広報・情報共有 

目的：敷地単独ではカバーしきれない“山林・地域自然圏”と人里の境界で起きうるクマ

の出没を、自治体・地域住民・施設が連動して把握・対策する。 

主な取組 

• 施設所在地の自治体（例えば札幌市・区役所）及び地域防災・野生動物対策部門と

定期連絡 

o 例えば、札幌市では「ヒグマ基本計画」を策定し、出没時対応：電気柵設

置・草刈り・ごみ管理などを明記しています。 

o 出没情報、通報フロー、掲示看板の設置などを自治体から案内を受けておく

と、施設でも迅速対応できます。                                                             

                                                                                                                       

• 地域住民および近隣施設（住宅・学校・公園）との情報共有 

o 施設近傍の住宅地・山林利用者との「クマ出没情報・休園情報・散策制限」

などを共有しておくことで、利用者・職員にも“今、出没警戒エリア”を周

知できます。 

 

• 看板・貼り紙・館内案内による注意喚起 

o 敷地入口や山側動線に「クマ出没注意」の掲示を設け、利用者・通所者・職

員に“山側・林縁近くの歩行時注意”を促します。 

 

• 出没時の迅速な通報・対応プロトコル整備（６章参照） 
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o 出没発生→警察への通報・自治体への通報→施設内アラート（職員・通所

者・入所者）→本部連絡→敷地・出入口・動線の即時確認・必要なら利用・

活動の中止や動線変更など。 

［注意すべき危険ポイントの共有］  

  安全ゾーン：施設中央・北側（病院・駐車場・道路側） 

  警戒ゾーン：敷地西側の林縁エリア（散策・草刈注意） 

  立入制限ゾーン：藻岩山自然歩道入口周辺（出没リスク高） 

   通報拠点（管理棟・事務室・当直室） 

※警戒ゾーンでの業務・作業にあたる場合は特に注意すること。 

   （電話を必ず所持する・複数名で作業するなどの対策を講じる） 

【旭ヶ丘地区危険ゾーンマップ】（クマ目撃および足跡発見を受け、警戒度 UP！） 
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5 章 もしクマに出会ってしまったら・・・（遭遇時行動） 

➽実際の遭遇時には以下のような対応が推奨されています 

・静かに後ずさりする 

・クマに背中を見せず、目を離さずにゆっくりと後退します。 

・物陰（木や岩）を挟むようにすると、クマが攻撃してくるのを防ぐことがあります。 

・クマ撃退スプレーを持っている場合は、風向きに注意して使いましょう。 

×決してやってはいけないこと 

・走って逃げること:クマは逃げるものを追いかける習性があるため、襲われる危険性が
高まります。 

・大声を出すこと:クマを刺激し、興奮させてしまう可能性があります。 

・物を投げること：これもクマを刺激する行為です。 

・子グマに近づくこと:近くに母グマがいるため非常に危険です。 

 

 

 

 

 

★あらかじめ「自己防衛策」を講じておきましょう！ 

「熊鈴」の携帯のほか、 

「空のペットボトルをペコペコ鳴らす」 

ことも有効のようです 
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6 章 通報手順・通報先リスト 

➽札幌市でヒグマ（クマ）が出没した場合、最寄りの警察（110番）へすぐに連絡してく
ださい。目撃や痕跡（フン、足跡など）発見時は、危険を避けるため、近づかずにその
場を離れ、速やかに通報しましょう。 
 

➽追加の相談や情報提供が必要な場合は、以下の札幌市関連の連絡先をご利用ください。 
札幌市環境局環境都市推進部環境共生担当課（主な問い合わせ先） 
・電話番号: 011-211-2879 
・住   所: 〒060-8611 札幌市中央区北 1条西 2丁目 札幌市役所本庁舎 12階 

➽各区役所連絡先（出没した区の役所へ） 中央区：011-231-2400 
 

➽法人本部担当 蝦名部長：080-4135-0959 

【基本対応フロー】 

※「痕跡」の発見（足跡やフン、毛など）の場合は、まず蝦名までご連絡下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クマ出没

Y 

 

１１０番通報 

拠点内周知 本部連絡 

①  

②  ③  

必要に応じ、市から 

猟友会へ 

警察から自治体へ 

（札幌市） 

 

 

旭ヶ丘全拠点へ 

警戒を伝達 

 

必要に応じ、応援要員

の派遣・体制の構築 

 

 

 

地域への情報発信 

安全体制の確保 

（外出規制等） 

 

 

 

利用者・面会家族ほか 

業者等への連絡 
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【旭ヶ丘拠点における熊の目撃・痕跡時系列】 ～11/10（月）まで 

① 11/2（土）6:30 

前日夕刻に伏見３丁目で熊の目撃があったとのことにて、HotBiz に 

周知警告文を発出掲載。 

   

 

② 11.02（日）9:30 

昨夜、病院遅番終了後の退勤時の職員が慈啓会駐車場から登山道に向かっていく熊を見たとの報告

があった。 

11/4、観音寺インスタ投稿にて、同日同時刻の監視カメラによる熊画像がアップされていた。 
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③ 【出没情報 11／07（金）札幌市配信】 

  

 

 

 

 

 

 

 【目撃内容】 

・車で走行中、藻岩山麓通との交差点から慈啓会病院方向にヒグマ１頭を目撃 

・徐行しながらヒグマを追ったところ、「自然歩道 藻岩山ルート 慈啓会病院入口」方向に走

り去った 

・大きさは約 1.0m 

【調査結果】 

・目撃者から提供されたドライブレコーダーの映像から、ヒグマ 1頭を確認 

・ヒグマの痕跡は見つからず 

・周辺施設に注意喚起を実施（慈啓会に説明来訪あり） 

・注意喚起看板を 1枚新設 

  

④ 11/7 東急ビルマネジメント・シルバー人材センターへマニュアルおよびフライヤー送付。職員へ

注意喚起。（日総・光生舎には 11/4 送付済み） 

 

⑤ 特養調理職員より。「クマの足跡を見た」という情報があり。 

・ 

・発見者：給食職員 

・場所：職員玄関前のガードレール脇（職員玄関に向かう坂道でガードレール沿いの草場あたり） 

・内容：雪に 10～15 センチ程度の足跡があり、クマかどうかは正確には不明。 

※11/10（月）蝦名より「札幌市環境局環境都市推進部環境共生担当課」宛に痕跡写真を提供。 

 回答はなし。（しかし、限りなく熊に近いと思われる。） 
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【これらの状況を受けて（一層の警戒・防衛策の強化）】 
・敷地内での目撃や痕跡が発生しているため、以下のような対応および防衛策 
  の強化が必要（敷地に出入りする職員以外の業者・ボランティア等も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［環境的対応］ 
※特に日の出前、日没後に出退勤する職員が高リスク。 

  ・職員の動線を、できる限り屋外を通らぬルートに設定する。 

   （養護・老健→裏玄関・渡り廊下使用にて病院経由で移動） 
    拠点ごとに連携協力をお願いしたい 

  ・特に、特養職員玄関は熊の足跡痕跡とごく近くに接しているため、 
   日の出前、日没後は正面玄関からの出入りに切り替える等の対応。 

［個人防衛策の強化］ 

・各個人において、 
  「熊よけ鈴」：最もベーシックな対応 

  「ペットボトル」：空のペットボトルを握ることで音を出す 

  「防犯ブザー」：いざというとき、咄嗟に対応しやすい 
   「高輝度懐中電灯」：暗がりにおいて熊を発見しやすくする 

    「熊よけスプレー」：効果は期待できるが、使い方が難しい 

 の準備・使用を推奨します。 
・スマホへ「熊よけアプリ」のインストールなどの工夫も推奨。 
 例［BearAttack］［熊鈴］［BearBell］[熊鈴/犬の鳴き声]など。 
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